
［成果情報名］各種生分解性マルチの特性と導入のメリットおよび課題 

［要約］原材料、マルチ色、耐久性が異なる多様な生分解性マルチが市販されており、生分解性マルチ利用の

可能性が広がっている。生分解性マルチはポリマルチとほぼ遜色ない性能をもち、生分解性マルチを既に導

入した農家は片付け作業の省力化を大きなメリットとして実感しているため継続使用の意向が強い。 

［担当］山梨県総合農業技術センター・環境部・環境保全・鳥獣害対策科・馬場久美子 

［分類］技術・参考 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

［課題の要請元］ 農業技術課 

［背景・ねらい］ 

マルチ栽培は様々な利点があり県内で広く普及しているが、近年では廃プラスチックによる環境負荷

が国際的な問題となっており、生分解性マルチへの転換が改めて求められている。現在では多様な生分

解性マルチが市販されているが、これらの特徴・性能を一元的にまとめた資料はなく、新たに生分解性

マルチの導入を検討する農家にとって必要な情報が不足している。 

そこで、主要な市販生分解性マルチについて、原材料、規格、作業性、耐久性に関する情報を取りま

とめ、併せてポリマルチとの特性の違いや導入のメリットと課題を明らかにすることで、農家が生分解

性マルチへの転換にスムーズに取り組めるよう支援することを目指して研究を行う。 

なお本研究は生研支援センター「イノベーション強化研究推進事業」の支援を受けて行った。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１． 市販の生分解性マルチはいずれも実用レベルの作業性を有し、機械展張も可能である（表１、図１）。 

近年では植物由来の製品が実用化されつつあり、環境負荷の更なる低減が期待される（表１）。 

 

２． 透明（半透明）、黒、白黒ダブルの生分解マルチが流通しており、銘柄により耐久性が大きく異なる

ため、作型に合わせて適切な銘柄を選択する必要がある（表１）。 

 

３． 生分解性マルチのうち、透明の地温上昇効果はポリマルチ銀ネズよりやや小さいが、黒色の保温効果

と白黒ダブルの地温抑制効果は、各々同色のポリマルチとほぼ同等である（図２）。 

 

４． 生分解性マルチを既に導入している農家は、展張作業性、防草効果、作物収量等の生分解性マルチの

性能をポリマルチとほぼ同等と評価している（表２）。 

 

５． 導入農家はポリマルチとの価格差や土壌中での分解速度等を課題と感じているが、片付け作業の省力

効果を大きなメリットと感じているため、継続使用の意向が強い（表２）。 

 

［成果の活用上の留意点］ 

１． 表１に挙げた生分解性マルチは国内で主に流通している銘柄であり、2020～2022年のスイートコーン

栽培試験において作業性と耐久性を評価したものをまとめた。 

 

［期待される効果］ 

１． 生分解性マルチへの転換を希望する農家が、適切な生分解マルチ銘柄を選択する際の基礎資料となる。 

２． 生分解性マルチの性能や導入のメリット・課題に関する情報の提供により多くの農家が生分解性マル

チへの転換を検討するための一助となる。 



［具体的データ］ 

［その他］ 
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